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新型インフルエンザの流行により、
対応に困ったこと
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地域全体では、抗インフルエンザ薬の入手を困難と感じている企業が多い。
他方、オセアニアでは、蔓延国から帰国した社員の健康観察を困難とする
企業の割合が最も高い。
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新型インフルエンザが強毒化し
高い致死率(2％程度)となった場合の対応
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 オセアニア(オーストラリア、ニュージーランド)を除くすべての国・地域
で、退避を計画している企業の割合が、残留の割合を上回った。

 インドネシアや香港では「退避」が多く、危機意識の高さを反映。
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